
 

                   

1 

インターバンクの声 （2014 年 3 月 25 日） 

 

昨日、欧州市場が開き始める頃から活発に動き出したのがユーロ・ドル相

場であった。フランスの製造業、非製造業 PMI がいずれも高水準となったこ

とを受けて３０ポイントほど上昇したのも束の間で、３０分後に発表された

ドイツの PMI が低下したため、フランスの PMI 後の上げ幅を全て解消する下

げが待っていた。その後ニューヨーク市場の昼過ぎまでは静かな展開が続い

たものの、ウクライナがクリミア半島に駐留するウクライナ軍の撤退を発表

したことで、今度は１００ポイント近い反発があった。中国経済に関するヘ

ッドライン次第では大きな反応を見せる豪ドルの動きも魅力的だが、足元で

一番スリリングな展開を見せているのがユーロ・ドルだ。ウクライナ軍のク

リミア半島からの撤退により、取り敢えずはこの地域の戦争状態突入は避け

られそうだが、ロシアと西側諸国との対立は簡単に終息するわけではない。

アジア時間では再び動意の薄いユーロ・ドルの取引になりそうで、ここは小

刻みな変化を追って円や豪ドル取引に集中するしかなさそうだ。 
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